
①災害及び安全性に対して脆弱な道路ネットワーク

・脆弱な道路の課題箇所を回避し、災害や安全性に対し信頼性の高いネットワークを確保
・物流ネットワークの確保による輸送時間の短縮により、物流効率化を支援
・第二次救急医療施設への速達性・アクセス性の向上により救急搬送などの医療サービスが向上

・対象区間の整備により交通混雑区間が回避され、救急搬送の速達性が向上。

・起終点：島根県益田市戸田町

～島根県益田市飯田町
・延長等：9.1km
（第１種第３級、2車線、80km/h）
・全体事業費：約330億円
・計画交通量：約8,500

～約13,200台/日
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図3 須子～小浜間の現状と課題

■費用便益分析結果（貨幣換算可能な効果のみを金銭化し、費用と比較したもの）

図1 広域図

乗用車 小型貨物 普通貨物

約5,000台/日 約3,200台/日 約5,000台/日

写真1 冬期の飛砂及び滞砂

写真2 防災点検要対策箇所
（海岸浸食に伴う、転倒の恐れのある擁壁）

図2 事業位置図
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２．課題

３．整備効果

一般国道１９１号（山陰自動車道）益田西道路に係る新規事業採択時評価
さん い ん ます だ にし

効果１ 災害に対し信頼性の高い道路ネットワークの確保[◎]
・現道の課題箇所を回避し、災害に対し信頼性の高い道路ネットワークを確保。
【災害区間の回避】

高津川洪水浸水想定区域 約1,000m、飛砂・滞砂区間 約1,000m、防災点検要対策箇所1箇所の回避

１．事業概要

B/C EIRR※1 総費用 総便益
2.0

（0.6）
11.6%

（1.4%）
972億円※2

（251億円※2）
1965億円※2

（156億円※2）

効果３ 救急医療サービスの向上[◎]

■道路ネットワークの防災機能評価結果

しまね

しまね

注）上段の値は浜田ＪＣＴ～小月ＪＣＴを対象とした場合、下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の費用便益分析結果
※1：EIRR:経済的内部収益率 ※2：基準年（令和元年）における現在価値を記載（現在価値算出のための社会的割引率：4％）
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ペア数

脆弱度 累積脆弱度
の変化量

改善度
評価

整備前 整備後 通常時 災害時
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0.37［C］
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0.09
(0.03)

0.70
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〇
注）上段の値は浜田ＪＣＴ～小月ＪＣＴを対象とした場合、

下段（ ）書きの値は事業化区間を対象にした場合の防災機能評価結果

至

浜
田

国営農地

328 255

331
14

256

14

311

54

9

9

9

9

益田市

益田赤十字病院

石見臨空
ファクトリーパーク

久城IC

益田市役所

至

広
島

191

至

萩・

長
門

至 津和野

白上IC
(仮称)

戸田IC
(仮称)

飛砂・滞砂区間

ファクトリー
パーク入口交差点

萩・石見空港入口交差点

高津IC交差点

関東、広島

須子IC

高津IC

19.900台/日
(1.39)

九州、下関

平面・縦断線形
不良箇所

N

図4 物流ルート状況
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③第二次救急医療施設へのアクセス

②物流効率化に不可欠な道路ネットワーク

・国道191号（高津IC交差点～戸田町）は、高津川洪水浸水想定区域、防災点検要対策箇
所、飛砂・堆砂区間が存在。(写真1、写真2、図3)

・人家連担区間や交差点部などにおいて、死傷事故率が全国平均を上回る箇所が存在。
（図3）
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凡例

防災点検要対策箇所 洪水浸水想定区域

災害時通行規制箇所（S58災害） 死傷事故率が高い箇所×

・重要港湾である、浜田港の合板生産拠点へ
は、九州より定期的な木材の運搬が行われて
いるが、材料の安定供給に課題（図4）

・益田市の主要な産業拠点で

ある石見臨空ファクトリーパ

ークから、東西方向への電子

部品等の物流ルートとなる、

国道191号や市道雁丁線は

安定した搬送に課題。

(図4)

は ま だ

・救急医療施設のない、萩市東部の旧須佐町
、旧田万川町では、重篤患者の緊急搬送を
益田赤十字病院に依存しているが、交通課
題のある国道１９１号を通過せざるを得ない
状況。（図6）

はぎ す さ ちょう

た ま がわ ちょう

・工業団地へのアクセスが向上することで新たな企業の進出や既存企業の活性化を支援。
【高津IC交差点～石見臨空ﾌｧｸﾄﾘｰﾊﾟｰｸにおける所要時間】 現況13分→整備後7分（約6分短縮）
【田万川総合支所～石見臨空ﾌｧｸﾄﾘｰﾊﾟｰｸにおける所要時間】 現況19分→整備後16分（約3分短縮）

※H27全国道路・街路交通情勢調査混雑時旅行速度より。 現 況：現道利用ルート 整備後：益田西道路利用ルート （対象区間は設計速度80kmで算出）

効果２ 物流ネットワークの確保[◎]
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出典：関係企業へのヒアリング結果
※大型貨物車両による物流量

出典：H30年度国道１９１号経由救急搬送実績

萩市東部から益田市の

第二次救急医療施設への搬送件数 269件/年

出典：H26－H29ITARDAデータ
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